
中学校
◇　着目したパラリンピックの価値　「勇気 (Courage) ～マイナスの感情に向き合い，乗り越えようとする精神力～」
◇　学年   　　　　第２学年
◇　単元名　「長距離走」【Ｃ 陸上競技　ア 長距離走】

◇　目標　
⑴　知識及び技能
　〇　競走したり，自己の記録に挑戦したりすることの意義を理解できるようにする。
○　陸上競技の楽しさや喜びを味わうためには，一人一人の違いを大切にしたり，仲間の状況に応じて楽しむ方法を学ぶことなどが大切であることを理解できるようにする。
○　自己のスピードを維持して競走することができるようにする。
⑵　思考力，判断力，表現力等
○　練習や記録を測定する場面で，力を発揮するための方法を見つけ，理由を添えてその必要性を他者に伝えることができるようにする。
⑶　学びに向かう力，人間性等
　　 ○　長距離走の学習に積極的に取り組むことができるようにする。
　　 ○　一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めることができるようにする。
○　自己の最善を尽くすことができるようにする。
〇　仲間の学習を援助することができるようにする。
◇　展開
	学習活動
	発問，指示，課題等
	児童・生徒の学びや気付き

	長距離走の授業について考える。
	発問
「先日のアンケートで長距離走に苦手意識を持つ人が多いことがわかりました。苦手意識を持つのは，なぜだと思いますか。」
	○長距離走に苦手意識を持つ原因について考える。
【生徒の発言例】
「速く走る自信がないからです。」

「長い距離を走ると差がつき，恥ずかしいからです。」
「一人で走っても楽しさを感じられないからです。」

「走っても記録が伸びにくかったり，自分が速くなっている感じがしないからです。」
「どうすれば記録が伸びていくのかがわからないからです。」

	諦めずに挑戦する気持ちを持ち続ける方法を考える。
	発問
「長距離走の授業では，自己に合わせたペースで走ったり，競走を通じて自己の記録を向上させることを目標とします。目標達成に向けて，諦めず挑戦する気持ちを持ち続けるにはどうしたらよいと思いますか。」
	〇本単元においては，適切な目標設定や仲間の学習の援助，競走相手の存在が大切であることに気づかせる。
【生徒の発言例】
「個人の適切な目標設定が大切になると思います。」
「自分の成長を感じることができると頑張ることができると思います。」

「一緒に走ってくれたり，アドバイスをしてくれると頑張れるような気がします。」
「走っている最中に励ましてくれると力になると思います。」
「競走相手がいるといいと思います。」

	自己の状況に合わせた実現可能な課題を設定する。
	課題
「挑戦を続けるには適切な目標設定が大切です。自己の状況に合った実現可能なタイムを設定しましょう。」
	〇運動強度やペース走から自己に適したペースを把握し，ワークシートを活用して目標タイムを設定する。
＜運動強度で設定する例＞

運動強度（安静時の脈拍数と運動後の脈拍数で指数を算出）
*安静時の脈拍数は起床時の脈拍数
*運動後の脈拍数は事前に記録測定時の距離で行ったタイムトライアル後の脈拍数
安静時の脈拍数／分＝Ｑ
運動時の脈拍数／分＝Ｐ

Ｐ－Ｑ／（220－年齢）－Ｑ×100

運動強度60～70を目安として，自己のタイムを振り返り，次の目標タイムを設定する。

（体力的に自信ない場合は10ポイント程度低めに指数を設定する。）
※根拠に基づくタイムを設定することで，自己の記録に挑戦したり，最善を尽くすことができるようにする。

	グループでどのような援助が必要なのかを考える。
	発問
「挑戦を続けるには，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認め，協力したり，支え合うなど他者の援助が大切です。具体的にどのような援助がありますか。」
	○仲間の学習を援助する際には，相手の立場に立って考えることを意識させ，お互いが必要とする援助を具体的に考える。
（例）ペース走を行う際，グループの仲間がペースメーカーの役割を交代しながら行い，目標に挑戦する仲間を援助する。
〇お互いが考えた方法で，走ることを通じて目標を達成した際の達成感などを感じられるように工夫する。
（例）ラップタイム等をグラフで表すことで，自己の目標の達成度や達成までの見通しを持つことができるように工夫する。
〇自分ができたことや諦めずに取り組めたことなどについてまとめる。

	記録測定を行う。
	
	〇適切な目標設定や仲間の学習の援助，競走相手の存在が自己記録の向上につながっていることを確認し，自己の成長を実感する。

	取り組んだ学習について振り返る。
	発問
「適切な目標を設定すること，他者に援助してもらったり，他者を援助すること，競走相手の存在は挑戦を続けるためにどのような効果がありましたか。」
	〇自己の記録の向上を目標として挑戦を続ける中で，学んだことについて振り返る。
【生徒の発言例】
「自分の力を客観的に判断して目標を設定したので，最後まで諦めずに走ることができました。目標を設定することの大切さを学ぶことができたと思います。」
「仲間に励ましてもらったり，一緒に練習してもらうことが自分の力になることを感じることができました。」
「競走相手がいることで，お互いの力を高め合うことができたと思います。」

	ルードヴィッヒ・グットマン博士の言葉からパラリンピックの価値「勇気」について考える
	発問
「パラリンピックの創始者ルードヴィッヒ・グットマン博士は，『失ったものを数えるな。残されたものを最大限に生かせ。』という言葉を残しています。博士は何を大切にしたと思いますか。」
	○パラリンピアンの「勇気〜マイナスの感情に向き合い，乗り越えようと思う精神力」について考える。(国際パラリンピック委員会公認教材I’ｍPOSSIBLEの映像資料を参考にする)

【生徒の発言例】
「自分の可能性を信じることを大切にしたと思います。」
「個人に合わせた挑戦を大切にしたと思います。」
「目標に向かって努力することや仲間と助け合ったりすることを大切にしたと思います。」

	
	発問
「あなたが考える『勇気』とは，どのようなものですか。」
	〇運動やスポーツ場面だけでなく，実生活においても自己のマイナスな感情に向き合い，乗り越えようとする精神力について考える。
【生徒の発言例】

「一人一人，得意なこと不得意なことがあることを認めることです。」
「すぐに諦めるのではなく，自己の最善を尽くして挑戦することです。」

	スポーツにおける「共生」について考える。
	パフォーマンス課題
「長距離走に苦手意識を持ち，授業に対して不安を抱える後輩がいます。後輩が挑戦する気持ちを持ち続けられるようにアドバイスをしましょう。」
【視点】
■適切な目標設定
■仲間の学習の援助
■競走相手の存在
	〇長距離走で確認してきた「勇気」の考え方を，長距離走に苦手意識を持つ後輩へアドバイスをするというパフォーマンス課題を通して振り返ることで，自分たちが学習の中で学んだことや体感したことがスポーツを通じた「共生」の意義や価値の理解と取り組み方に結びついていることに気づかせる。
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 保健体育科（体育理論）の指導における


パラリンピックの価値に着目したモデル授業





考え・基礎知識から「つながり」に至る部分





◇　本モデル授業の特徴


陸上競技「長距離走」は，他者との差が明確になることなどから，生徒が苦手意識を持ち，意欲的に学習に取り組むことができない場面があります。今回のモデル授業では，パラリンピックの価値「勇気 (Courage) ～マイナスの感情に向き合い，乗り越えようとする精神力～」に着目し，長距離走を学習する中で，諦めず勇気を持って挑戦するための方法や意義等について学びます。


指導では，科学的根拠に基づいた個人の目標を設定すること，到達度合いを確認し，見通しを持ち学習に取り組むこと，仲間の学習を援助しようとすることなどが，諦めることなく挑戦するために大切であることを生徒に体感させ，学習を通じて，パラリンピックの価値の１つである「勇気」について考え，運動やスポーツ場面だけでなく，実生活においても自己のマイナスな感情に向き合い，乗り越えようとする精神力を身に付けることをねらいとしています。








